
チェンジトレイ®

チェンジトレイ®
PAT.

2004年度分離技術賞受賞！  

【精留工程】 

こんな気持ちになったことありませんか？
・高真空で製品を追い出したいのに、蒸留塔があると圧損が大きくてむしろ邪魔。
・多品種生産で単蒸留でいいものと精留したいものがあるが、設備が大がかりになってしまう。
・バッチ蒸留で中間カットに時間がかかる。もっと短時間で終われないか？ 

  

◆チェンジトレイⓇでの解決① 

【単蒸留工程】 

ひとつの釜で精留工程と単蒸発工程を
おこなおうとすれば、塔へのベーパー
管のほかにバイパスの配管及び大口径
バルブが必要でした。また、高真空で
追い出しする場合も同様に圧損がかか
らないようにするため、塔のバイパス
を設ける必要がありました。 

従来の方法 

トレイONの時、チェンジ
トレイ®塔は通常の棚段塔と
して働きます。 

トレイを持ち上げ、トレイOFF
の状態にすると、圧力損失極小
のバッフル管となります。 

※チェンジトレイ®の操作は外部に設置
したレバーにより、迅速に行うことが
できます。 

 大気圧または低真空 

チェンジで解決！ 

バルブ操作による 
配管の切替 

CHANGE

レバー操作による 
トレイ状態の切替 

 高真空 

 

　バッチ蒸留では、その一連の操作時間内において、単蒸留から還流を必要とする精留、さらに常圧蒸留
から高真空蒸留、そして窒素などの不活性ガスによる微量軽沸成分の追出しなど多種多様な工程がありま
す。これら一連の工程を一基でまかなう、オールマイティな蒸留塔がチェンジトレイ®塔です。 

チェンジトレイ®なら1基で蒸留塔有
り、無しどちらの状態も作れます。
また、開口比の微調整が可能で、処
理量の変化にも対応できます。 

チェンジトレイ
®なら

一基で全てを解
決！
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チェンジトレイ®は関西化学機械製作㈱の登録商標です。
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シンプルそして確かな技術

◆チェンジトレイ®での解決② 

◆独創的な構造 

１．棚段式蒸留塔とベーパー管の２つをかねそなえています。
２．運転中に塔の段数を変化させることができます。 
３．開口比の微調整ができ、他にはない広い操作範囲を実現します。
４．チムニートレイにより、中間カットを素早くおこなえます。 
５．ダウンカマーが無いので多少の固形分があっても蒸留できます。

 

 

◆圧倒的な特長 

 
 

トレイ状態  

A成分の回収 

CHANGE UP! CHANGE DOWN! CHANGE UP!

中間カット状態  
B、C…成分 

A、B成分 

A成分 

B、C…成分 

B成分 

B、C成分 

C…成分  

B成分の回収 

C…成分  

トレイ状態  中間カット状態  

チェンジで解決！ 

チムニーから 
中間液を抜出す 

チムニーから 
中間液を抜出す  

「縮重合反応等の蒸留塔」「モノマーの精製蒸留」「多品種の生産」などに是非ご検討ください。 

 シーブトレイ型

 バッフル状態 

 リフトトレイ型  

トレイ状態 

　回分蒸留では品目の間で中間カット操作が必要になります。チェンジトレイ®とチムニートレイの組み合
わせで、瞬時に中間液を外部へ取り出すことができます。

チェンジトレイ®なら中間カットが迅速です。中間カットにより蒸留時間の大幅短縮が可能となり、
大きな省エネルギー効果を期待できます。 

 チェンジトレイ®は下の写真のようにダウンカマーのない、簡単な棚段構造です。中央に設けられた可動
多孔板を外部から上下させて開口比を調節したり、圧損極小のバッフル管にすることができます。トレイ
にはシーブトレイ型と、より操作範囲の広いリフトトレイ型があります。 

B、C成分 
中間カット 

A、B成分 
中間カット 




